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　はじめに、このたびの知事選・道議選において、この間の組合員皆さまの政治闘争へのご努力に感謝申し上げます。

　さて、すでに新聞報道等でご承知の通り、「第17回統一自治体知事・道議選挙」において、道議会議員選挙では、推薦決定した現職の福原道議が三選を果たしました。各町村別の獲得票数は下記のとおりとなっております。前回２００７年の選挙の時と比べて、１１００票以上も上積みし、２７７６票離して、相手陣営を圧倒いたしました。
　今後、福原道議を通じて、道政へわれわれ組合員の声を届けていただくためにも、道議会でより一層ご活躍されることをご期待申し上げます。
　一方、知事選においては、午後８時丁度に高橋候補に当選確実が出るなど、トリプルスコア以上離される結果（木村候補５４４，３１９票、高橋候補１，８４８，５０４票）で、完敗となりました。檜山においても、木村候補が５，２４０票だったのに対して、高橋候補は１８，９６５票と、こちらもトリプルスコア以上離された結果となってしまいました。
　これで、統一自治体選挙の前半戦は終わりましたが、引き続き、町長選、町議選が行われる自治体もありますので、しっかりと組織内候補を支えていただきますよう、引き続きの取り組みをお願いいたします。
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（選挙結果は北海道選挙管理委員会ＨＰから抜粋）
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